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長崎県下より採集 されたセ トウシノシタ

の仔稚魚について

乃一 哲久,松 尾 央子,

神原 利和,千 田 哲資

Larvae and Juveniles of the Wavybanded Sole, 

          Pseudaesopia  japonica, 

    Collected from Nagasaki Prefecture

  Tetsuhisa  Nolcxi, Teruko MATSUO, 

Toshikazu KANBARA, and Tetsushi SENTA

   Larval morphologies of wavybanded sole Pseudaesopia japonica are illustrated 

based on ten specimens, 2.9 mm NL to 10.6 mm SL. They are easily differentiated 

from other members of the family by the pigmentation, the vertebral number. In 

Nagasaki Prefecture the larvae occurred in April and May. While yolk-sac larvae 

were obtained from the subsurface layer, older pelagic larvae occurred in the 

mid-layer, both within 3 km of the shore line. Juvenile settlement takes place at 

about 10 mm SL close to the shore line. The pelagic larvae mainly feed on copepods 

and cladocerans.
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サ サ ウシ ノシタ科Soleidaeの セ トウシノシ タ

Pseudaesopia japonica(Bleeker)は 体長15cm程 度

の小型種で,函 館から東シナ海にかけての砂泥底 に

生息する。ｹ,ｲ)本種 の初期生活史に関する知見は乏 し

く,卵 と艀化仔魚ｳ)な らびに体長9.6mmの 変態途中

の個体4)の 形態が報告されているにすぎない。

著者 らは長崎県下で行 った砕波帯な らびに稚魚網

での調査で10個 体 の本種仔稚魚 を得た。そこで,本

報では本種仔稚魚の形態変化を中心に初期生活史の

概要を報告す る。

材 料 と 方 法

1988年5,月 か ら1990年3.月 の問に長崎県大瀬戸町

柳浜,南 有馬町砂原,加 津佐町前浜,野 母崎町高浜

の4ヵ 所の砂浜海岸砕波帯の水深1m以 浅 の場所で,

R-Hpush-net5)を 用 いて仔稚魚 の採集 を行 った

(Fig.1)。 採 集は毎月1-2回 の頻度で行い,こ の調査

によって1個 体のセ トウシノシタ稚魚を得た。

1991年2-5月 の問には大瀬戸町沖の離岸距離0.3-

10km,水 深15-55mの 範 囲に設 けた5定 点(Sta.A-

E)で 稚 魚網調査を行った(Fig.1)。 各点での曳網方

法は底層か ら表層への傾斜階段曳きもしくは水深5,

15,30mの3層 曳 きであった。この調査では9個 体

のセ トウシノシタ浮游仔魚を得た。

標本は実体顕微鏡下で観察,計 測 した後,解 剖 し,

消 化管内容物を調査 した。 さらに,一 部の標本につ

いては脊椎骨数 を計数するために透明標本 も作成 し

た。
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Fig．　1．　A　map　showing　the　collection　sites（circles）．

　　　　Collections　with　a　plankton　sampler，
　　　　CM－net，　were　made　at　Stas．　A－E　from

　　　　February　to　May　1991　；　those　with　the　R－H

　　　　push－net　at　four　beaches　shown　in　the
　　　　insert．　Circles　for　the　site　where　larval　or

　　　　juvenile　PseudaesoPia　joPonica　were　col－
　　　　lected　are　filled．

結 果

　形　　態

　1．前期仔魚，体長2．9mm（Fig．2A）。大きな卵黄

を備えているため，体高，体幅が大きく，体は丸み

を帯びる。目には黒色素が沈着しておらず，口も開

口していない。胸鰭は未だ出現しておらず，脊索末

端は直線状。肛門は体のほぼ中央に位置する。膜鰭

は幅広い。膜鰭を含む体のほぼ全域に樹枝状の黒色

素が散在するが，脊索末端には存在しない。生時に

は黒色素の分布域全域に黄褐色の色素が密に点在す

る。

　2．前期仔魚，体長3．Omm（Fig．2B）。卵黄の大半

が吸収され，画幅は小さくなる。口が開き，目には

黒色素が沈着し，胸鰭も出現している。黒色素胞は

体と膜三三で密度が高くなるが，脊索末端と胸鰭上

には存在しない。脊椎骨は未だ形成されていない。

　3．後期仔魚，体長4．9mm（Fig．2C）。体幅はさら

に小さくなり，体は側扁する。背鰭と磐鰭の担鰭骨

が形成される部分が筋肉部と区別できるようになり，

尾鰭には3本の鰭条原基が認められる。体幹部には

星状の黒色素が散在し，脂鰭の背側と腹側には体幹

部に沿って黒褐色の一縦帯が見られる。脊椎骨は形

成途中で，前部の25個のみ計数可能であった。

　4．後期仔魚，体長5．7mm（Fig．2D）。尾鰭のほか

に背鰭と讐鰭にも二条原基が出現する。脊索末端は

未だ直線状で，体は左右相称。脊椎骨数は42個。

　5．後期仔魚，体長8．5mm（Fig．2E）。左目が額三

一／背中線上付近にまで移動し，その一部は右側からも

視認できる。脊索末端は完全に上屈し，尾鰭は欠刻

により背鰭，轡鰭と分けられる。不感鰭の鰭条数は

定数に達するが，胸鰭には言条が認められず，腹鰭

は未だ形成されていない。有眼側の前鼻孔は管状と

なる。胸鰭を除き，不対鰭を含む体全体には点状の

黒色素が散在する。生鮮な標本では不対鰭の，外縁

と基底とのほぼ中間部に朱色素が密に分布し，これ

が背・署鰭には一縦帯を，尾鰭には一横帯を形成す

る。胸鰭の形態ならびに体表の黒色素の分布状態は

左右相称。背・唇銭函条数は72本と63本，脊椎骨

数：は43個。

　6．稚魚，体長10．6mm（Fig．2F）。左目は体の右

側に移動し，全ての鰭が完成し，尾鰭は完全に背鰭，

壷金と分かれる。頭部の無暗側には皮質突起が発達

するが，穿掘側には存在しない（Fig．2G）。無眼側の

胸鰭は有生側に比べ小さい（Fig．2G）。胸鰭を除く体

全体に点状の黒色素が散在するが，その密度は青眼

側の方が高い。背・轡鰭鰭条数は80本と63本，脊

椎骨数は43個。底生生活への移行が完了した個体と

考えられる。

　出現期と食性

　採集記録と消化管内容物をTable　1．に示す。2年

間の砕波帯での調査で，セトウシノシタは，体長10．6mm

の稚魚が1個体採集されたのみであった。これは1988

年5．月30日に南有馬町砂原の水深50cmの場所で採

集され，その時の水温と塩分は22．7℃と33．1％・であっ

た。

　稚魚網調査では4－5月の間に9個体（2．9－8．5mm

BL）の仔魚が採集された（Fig．3）。採集場所は離岸

距離3kln以内，水深35m泣面のSta．　C－Dに限ら

れていた。この時の水深10m層における水温と塩分

は，それぞれ17．6－18．9．C，35．1－35．5％・であった。Sta．

Cでの層別採集では，最上層の5m層から前期仔魚

が採集され，中層の15m層からは後期仔魚が採集さ

れ，最下層の30m層からは採集されなかった。

　消化管内容物は，体長3．8－5．7mmの動画ではかい脚

類のMicrosetella　rosea，　Corycaeus　sp．ならびに枝

角類のPodon　leucleartiであった。体長8．5mmなら

びに10．6mmの個体の消化管は空であった（Table
1．）o
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Fig．　2．　Pelagic　larvae　（A－E）　and　a　demersal　juvenile　（F，　G）　of　PseudaesoPia　joPonica．　G　illustrates　the　brind

　　　　　　side　of　the　head．　Finely　dotted　lines　in　dorsal　and　anal　finfolds　of　C　and　D　are　dark　brown，

　　　　　　those　in　dorsal，　anal　and　caudal　fins　in　E　are　yellowish　red　in　color．



4 乃一，松尾，神原，千田：セトウシノシタの仔稚魚

Table　1．　Collection　records　and　food　items　of　larval　and　juvenile　PseztdaesoPia　joponica　in　Nagasaki

　　　　Prefecture，　from　1988　to　1991．　The　demersal　juvenile　was　caught　with　R－H　push－net　and　the

　　　　pelagic　larvae　with　CM－net．　’　．
Date Place

Sampling

method

Size　of　fish’i‘　Developmentai

　（mm）　stage
FoQd　items

1988．

May　30th　Minamiarima　R－H　push－net

　　　　　　　　　　　　depth　50　cm

1991．

Apr．　26th

May　23th

Ooseto　（Sta．　C）

Ooseto　（Sta．　C）

Ooseto　（Sta　D）

Ooseto　（Sta．　E）

horizontal　haul

sm　layer

horizontal　hau1

15　m　layer

stepwise　hau1

20　and　10　m　layer

stepwise　hau1

10　and　5　m　layer

Ooseto　（Sta．　D）　stepwise　haul

　　　　　　　20　and　10　m　layer
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，　juvenile

prelarvae

prelarvae

postlarvae

postlarvae

postlarvae

prelarvae

postlarvae

postlarvae

pos’狽撃≠窒魔≠

none

；1：；i：

unknown　（Crustacea）

Podon　leuckarti　1，　Microsetella　rosea　1

Corycaeus　sp．　2

Podon　leuclearti　1，　Corycaeus　s　p．　2

Coり，caeus　sp．1

none　’，

＊　NL　for　specimens　5．7　mm　and，smaller，　SL　for　those　8．5　a’nd　10．6　mm．

＊＊　not　examined．
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Fig．　3．　Seasonal　occurrence　of　pelagic　larvae　of

　　　　PseudaesoPia　joPonica　in　the　waters　off

　　　　Ooseto　from　February　to　May　in　1991．
　　　　Horizontal　and　vertical　bars　in　the　figure

　　　　show　means　and　ranges　of　notochord
　　　　length　or　standard　length，　respectively．

　　　　Average　water　temparature　of　10　m’　layer

　　　　is　shown　by　a’　dotted　line．

考 察

　ササウシノシタ科ではベンガル湾産のSynaP　tu　ra

albomacza　la　ta，　S．　commersoniana，6）北大西洋産の

Achirus　lineatus7）の川魚で背鰭前部に1－2本の伸長

鰭条が出現することが報じられている。しかし，セ

トウシノシタを含む日本産の既知のササウシノシタ

科学魚にはそのよ．うな伸長鰭条や頭部の棘は出現し

ない。4）また，セトウシノシタ仔稚魚にはトビササウ

シノシタAseraggodes　kobensisの仔魚に見られるよ

うな尾柄部の棘4）も確認されなか6た。

　本科の魚類は頭部の無眼白の側線上もしくはその

近辺に皮質突起を備える。1）この突起は，ササウシノ

シタ1距伽。〃zy6’碗3ブαρoπ∫oαの場合，浮游仔魚には

認められず，体長7．4mmの着底直後と思われる個体

で僅かに認められ，体長23．9mmの個体では，成魚

とほぼ同程度にまで発達している。＊セトウシノシタ

の場合も頭部の皮質突起は浮游仔魚には認められず，

着底後に形成されるものと思われる。

　腹鰭はササウシノシタ，ト．ピササウシノシタでは

浮游仔魚期に既に形成さ．黷ﾄいるのに対し，4’8）セト

ウシノシタの場合は今回報告した浮游仔魚には認め

られず，前2種に比べ形成時期が遅いものと思われ

る。

　日本産のササウシノシタ科魚類には11属15種が

知られている。2）長崎県近海にはササウシノシタ，ト

ビササウシノシタ，・セトウシノシタ，ツノウシノシ

タ．4esopia　cornuta，シマウシノシタZebrias　2ebra，

＊乃一哲久，松尾央子，未発表。
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オビウシノシタZ．　fasciatus，モヨウウシノシタ

Aseraggodes　kaianus，の7種が産し9｝14）このう

ち前5種については仔稚魚の形態に関する報告があ
る。3・4・8・15）

　セトウシノシタ仔魚は，体表のほぼ全域に均一に

散在する黒色素胞（成長にともない樹枝状から星状，

点状へと変化）によって特徴付けられる。それに対

し，ササウシノシタでは体表の黒色素胞の密度は均

一ではなく，頭部から背・腹縁に沿って数個の黒色

素胞斑が並ぶ。4’8）トビササウシノシタでは，黒色素

胞は頭部において少なく，尾部で密に分布する。4）こ

れら3種の川魚は体表の黒色素胞の分布状態により

容易に識別できる。

　Ochiaii’　2）によるとセトウシノシタの脊椎骨数は

41－43個で，体表の色素胞の分布状態が類似するシマ

ウシノシタ（V44－46）’，ツノウシノシタ（V45－46），

幼期形態が知られていないモヨウウシノシタ（V36－

37）ならびにオビウシノシタ（V51－52）とは重複し

ていない。これらの仔稚魚とは脊椎骨数（筋節数）

によって識別が可能と思われる。

　長崎県下におけるセトウシノシタ仔稚魚の出現期

は春季であり，浮游仔魚は比較的岸近くに分布する。

南4）は九州西岸におけるシマウシノシタの産卵期を秋

季としているが，有明海では春季にも成熟個体なら

びに卵が採集されており，＊＊セトウシノシタとシマ

ウシノシタの仔稚魚の出現期は重複するものと思わ

れる。

　仔魚の主な餌料生物は小型のかい脚類と枝角類で

あり，これは南，8）桑原，鈴木16）が報告したササウシ

ノシタ仔魚の餌料生物とほぼ一致する。

　水戸3）はツノウシノシタを卵から飼育し，仔魚は艀

化後11－12日で水底に横臥し，この時の全長は9．2mm

（図より復元した体長は8．2mm）で左目は移動途中で

あったことを報告した。同様に南8）はササウシノシタ

を飼育し，浮游期間の長さは8－10目で，世嗣時の体

長は約7mmと報告した。これらの種の発育段階と体

長との関係をセトウシノシタと比較すると，セトウ

シノシタの発育段階と体長との関係はツノウシノシ

タに近く，遊底は体長！0mm前後で行われるものと

推測された。

　調査期間中に砕波帯から得られたカレイ目魚類

Pleuronectiformesは職種を含め，4科8属8種で

あった。このうちヒラメParalichthys　olivaceus（11．1一

124．4mm　TLを2，124個体採集），アラメガレイ

Ta　rphops　oligolepis（12．746．7mm　TLを292個体

採集），ササウシノシタ（7．9－151．Qmm　TLを180個体

採集），クロウシノシタ、Pa　raP　lagus　ia　」αPonica（10．9－

305．5mm　TLを95個体採集）については，得られた

個体数とその体長組成より，砕波帯が仔魚の着底場

もしくは稚魚の生育場となっていることが考えられ

た。それに対し，セトウシノシタの場合は砂浜海岸

における2年間の調査で僅か！イ固体の稚魚が採集さ

れたのみであった。浮游仔魚が採集された海域に隣

接する大瀬戸町柳浜での調査は1990年4，月以降も継

続して行っているが，ここでは未だ1個体のセトウ

シノシタも採集されていない。これらのことより，

セトウシノシタの仔魚の着底場ならびに稚魚の生育

場は，砕波帯のような超浅海域では無く，もう少し

深い場所にあるものと思われる。
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